朝鮮禅思想に対する研究 (特集 : 日本における韓国仏教思想の研究の成果と展望) by 石井 修道
126 新羅唯識の研究状況について
鄭柄杓
(1998）新縫唯識思想、研究 一種姓論を中心として一， 『北畠典生博士
古希記念論文集日本仏教文化論叢』 上巻，永田文昌堂．
[1999）新経唯識における種姓論について， 『印仏研』 47・2.
曹敬子
[ 1991 J円測の唯識思想、の研究， 『龍谷大学大学院研究紀要人文科学』
12. 
書写糊株
[1973］新総太賢と『古迩記』について，『新羅仏教研究J，金知見・ 察
印幻編 ・山喜房仏書林．
Shotaro Iida 
[I 986] 'Who best can re・tumthe Dharma-cakra ? -a Controversy 
between WOch'uk (632・696) and k’uei・chi(632・682)-', 『印仏研』 34・2.
（題目の632・696は， 613・696の誤植）
A.Charles Muller 
(1995）’The Key Operative Concept in Korean Buddhist Syncretic 
Philosophy: Interpenetration （通達） and Essence-Function （髄用） in W6nhyo, 
Chinul and Kihwa＇’ 『東洋学園大学紀要』 3.
キツカワ トモアキ
（東洋大学東洋学研究所研究員）
朝鮮禅思想、に対する研究
l はじめに
2.通史としての忽滑谷快天『朝鮮禅教史』
3.朝鮮禅宗の成立の研究
4. 『祖堂集』の研究
5.知的の研究
6.休静の研究
7.禅宗の個別的研究
I. はじめに
石井修道
朝鮮仏教全史を通してはじめて禅宗の分野が位置付けられ，あるいは細
分化された分野として研究が可能となる視点に立つならば』通史としての
朝鮮禅宗史というものは存在しないし，存在しではならないことになろう
あくまでも朝鮮仏教史の中における禅思想の位置付けを歴史的に跡づける
ことによって，朝鮮樽宗としての通史が可能となろう．逆に朝鮮仏教史を
考えるとすると，禅思想の果たした成果を位置付けなければ，成立不可能
といえよう．当然のこととして朝鮮仏教史として存在するいくつかの成果
には，必ず禅宗の歴史が含まれているのである．
そのような視点をもって，通史を挙げるとすると，忽滑谷快天［1930］『朝
鮮禅教史』があり，．本警は項を改めて述べるに十分な成果があるので，後
述することとしよう．
現在手軽に入手できる通史には，金蝶泰著 ・沖本克己監訳［I985］『韓国
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仏教史』がある．本警は，近年に翻訳されたものであるが，通史として簡
にして要をえた入門書の役割を果たすものである．原著は局貞相 ・金絞泰
共箸［1968］『韓国仏教史』（ソウノレ信興出版社）である．本書は次の6章より
成っている．
第12言序説
第2章三国時代
第3章統一新締I時代
第4章高腿時代
第5章朝鮮時代
第6章 近代・現代（大韓時代以降）
中でも第3章第4節 「禅法の伝来J，第4章第3節 f禅宗と教宗Jおよび第5
節 f普照国師知納とその後の禅宗jは，朝鮮の縛宗の研究としてまとまっ
ている．
日本人研究者の手になる現在最も入手し易く教科書の役割を果たしてい
るのが，鎌田茂雄［1987）『朝鮮仏教史』である．現時点では日本人研究者
による唯一の通史と言ってよいが，鎌田には本容を基礎としながら，詳細
な通史の出版計画があると聞いている．その完成が待望されると共に，完
成の｜協には，学界を卒中益すること間違いないであろう 現在刊行されてい
る鎌回［1987］の榊成は次の5章より成っている．
第l童話 古代三国の仏教
第2~ 統一新織の仏教
第3主雲 南胞の仏教
第4章李朝の仏教
第5章総国の仏教
禅宗関係では，第2＇.！震の3r実践仏教の展開Jの中で， 「禅宗の伝来と諸
宗派Jおよび第3輩の f樽宗の発展・曹渓宗の成立Jに特に言及されている．
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朝鮮の縛宗の研究状況や研究の仕方を惣切丁寧に示すものは，従来全く
なかったと言ってよい．その要求に答えるべく記された待望の論文が，鄭
性本（茂換）［1994）「韓国の禅J（田中良昭編『禅学研究入門』所収，大東出
版社）である．大きく「l総説」と r2 各説」の二つに分けられ，前者に
は，（l）概説書，（2）工具番，（3）資料について，後者には，（I）新羅の禅，（2)
高麗時代の禅，（3）朝鮮時代の禅，（4）最近代の韓国械が簡にして要を待てま
とめられている．この論文は，朝鮮の禅宗史の研究を志す人に大いに役立
つことは間違いないであろう．鄭には駒海大学に提出した博士論文の
[1991）『中国禅宗の成立史研究』 （韓国：民族社）の大著の出版があり，中国
禅宗史を概説した［1993）『禅思想史』（若手文化研究所）がある．これらの中国
禅宗の基礎的研究を出版して，さらに［1995］『新羅禅宗の研究』（韓国：民
族社）があり， 日本の研究成果を十分に踏まえた研究だけに注目され，それ
だけに［1994）の論文は，より有意義な役割を果たすことが予想される．ま
た，今後の研究成果の刊行もあるであろうから，鄭の研究には期待される
ものがある．
研究資料について， 『韓国仏教全書』（全12冊）（東国大学校出版部）がl979 
－ 年l月より 1996年l月にかけて出版されたことは，今後の研究に大いに栂益
するであろう 禅籍に関して注目すべきは， 『暁城先生八十頒寿 高麗仏
籍集｛失』（東国大学校， 1985）が刊行され， (I）永嘉真覚大師証道歌 永嘉師
妹浄居註，（2）宗門円相集，（3）宗門t!.¥'f英集，（4）祖源通録撮要，（5）念仏作法，
(6）海東曹渓窓庵和尚雑著の稀1続本6編を収めている．組明基の『宗門機英
集』の記事が『中外日報』の1982年12月17日で紹介され，同 I新羅の順之
と高麗の志謙の禅思想Jの記事が『中外日報』の.1984年8月15日に載った．
その年の8月17日の『中外日報』は， 「高腿時代の仏教木版本を公開Jと題
して，越明基所蔵の『宗門円相集』 ， 『永嘉真覚大師証道歌 永嘉師妹浄
居註』． 『宗門措英集』と関泳珪所蔵の『義湘和尚投師礼外（念仏作法）』
『海東曹渓芯庵和尚雑著』の稀観本が紹介されていた．窓庵とは，嘗渓山
（ぎ禅社第六世円鑑国師沖止（1226～1293）のことで，高繍亨［1924）「高麗の才
人僧:z;庵Jで早く紹介されていた人のことである．さらに同年の10月19日
の『中外日報』の記事には，高均普が高麗大図書館で『組源通録撮要』 4
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巻を発見した報じられている．高矧晋，法岳光徳釈［I988）「『姐源通録撮
要』の出現とその資料価値J（原典『仏教学報』 21, 1984. 『禅文化研究所
紀要』 15）がその報告に当たる．これらが『暁城先生八十煩寿 高麗仏籍集
侠』として刊行されたのである. 1986年1.Fl 31日の『中外日報』には， f来
日中の金知見博士に聞くJの記事として，この書の刊行経過が示されてい
る．同時に関泳珪の「『高麗仏籍集イ失』解題jが付されている．特に『祖
括原、通録撮要』4巻の節要される元の禅籍については，石井修道［1977］「宋代
禅絡逸書序践考Jに『祖源、通録』 24巻があったことを指摘していた件が紹
介されている．また，椎名宏維の「解説jを付して『大蔵一覧集』（高麗版）
と共にそれらの禅籍が，『禅学禅籍慈干lj』第7巻として，近刊の予定である
2.通史としての忽滑谷快天『朝鮮禅教史』
朝鮮神宗の通史としては，忽滑谷快天『朝鮮禅教史』が唯ーであり，日
本語で著述された体系的な箸は他になく，その後にこの成果を凌駕するも
のは著わされていない．もちろん題名が示すように禅宗史と教学史を会わ
せてはいるが，機宗に重点が置かれていることは著者の関心事であること
から明らかである．ただ，前述のように禅宗の歴史という独立の領域を設
定すること自体に問題が残るとすれば，近年の教学史の発展からは不十分
なと ころも多いが．その禅宗と教学の仏教史という目的そのものに高い評
価を与えることも可能であろう．本書は1930年に春秋社より出版されたも
のであるが．忽滑谷には中国禅宗史をまとめた［1923・I925］『禅学思想史』
2容があり，この著もまた通史としての中国禅宗史の古典として現在におい
てもなお不動の名著であり続けている 同じ著者の『禅学思想史』と『朝
鮮禅教史』であり，出版に年月の差はさほどないのであるが，後者におい
て注目すべきことは前者に利用されていない『祖堂集』が貴重な資料とな
っていることである． 『祖堂集』については，項を改めて特記すべき朝鮮
禅宗の繰題であり，その成果も数多いので後に再び取り上げよう．特に『視
盆集』が利用された背景には，大屋徳城の海印寺版蔵経の研究に刺激を受
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けたことによるといえよう 高麗大蔵経の臓外版としての『祖堂集』は，
高麗大蔵経の研究の一部でもあるので，大蔵経の研究成果については，「高
麗時代の仏教に対する研究Jを参照されたい．
もちろん忽滑谷が研究成果をまとめるに当たっては，すべて独創という
ものではない．権相老［I引7）『朝鮮仏教略史』（京城新文館），李能和［1918]
『朝鮮仏教通史』2冊（京城新文館復刻版，図書刊行会＇ 1974）および［1019)
『朝鮮金石総覧』 2巻（朝鮮総督府）や『海東金石苑』などに多くを依拠しな
がら，全555頁，索引22頁の大著として日本語としての通史の体系をまとめ
たのである．
この著の研究史上の果たした役割は，多大なものがあり．その全目次は
既に掲げた通りである神宗では，特に次の第二・三編が関わってこよう．
第二編禅道蔚i艇の代
概説
第一章海東禅道の濫脇
第二意慾昭，恵哲，体澄，無染の神風
第三章党日，道允，智銑，行寂，順之等の禅風
第三編禅教並立の代
概説
第一章 高麗の太祖と諸禅師
第二重量 教禅の隆昌と文教の勃興
第三章 鼎賢の漁伽．義天の台教，李資玄の禅
第四章 学一，坦然の禅風及び僧人の堕落
第五章 知3内が梢i学の独創l
第六主主 了世の参事μ，高宗の刻蔵及び時代思想
第七章 承週の楊厳神，慧謡の猟門枯頒
第八章 天英，沖止の興禅，紹磁の西来，見明の伸文
第九宣言 指空の禅機
第十章復丘の利生，普悠の接化
第十一章 恵勤の若宮西禅
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第十二意 混修，党雲の宗風，祭英の法灯
もちろん「第四編 禅教衰頚の代Jの李朝以降においても禅宗との関わ
りは無視できない．忽滑谷は続けて次のように展開する．
第四編樽教衰類の代
概説
第一主主 李朝の初期に於ける事i教
第二主主 排仏の気勢と樋虚堂の玄風
第三~ t止祖の興法と守層．智厳等の門風
第四章 普雨，一禅，室主観
第五主主 日本軍の侵入，休静の活動
第六宣言 休静門下の飽象
第七章霊室，敬軒，印悟
第八章善修，党性，明照
第九君主 白谷処能，楓源義語，其他の宗師
第十章 程微守初と椅荏性聴の門流
第十一章 月j箪雪鍔，霜峰浄1原，月渚道安，喚健志安， E毎苓定慧
第十二章禅教混合．北斗崇拝，仏狙源流
第十三宣言 黙苓最納，謹淑有ーの陣学鴻詞
第十四君主 雪披尚彦，児苓恵蔵， Z事獄知滋，白被E波
第十五章 草衣意向，優曇洪主主
第十六章 混元世換，党海覚岸，雪貸有畑，徐震河
第十七章李朝の終末
ただ，既に紹介したように朝鮮時代には，多くの課題があり，本書の中
の「朝鮮時代の仏教思想に対する研究jにおいても指摘される通りである．
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3. 朝鮮禅宗の成立の研究
朝鮮半島の禅宗は，忽滑谷［1930］にも，第2編の 「第li雲 海東禅道のi監
綴Jにおいて f法朗と神行の禅宗初伝Jと示すように．まず法朗が入唐し
て四祖道信（580～651）の法を伝えたことに始まるといわれている．次いで
法朗の法嗣でもある神行（704～779）が北宗禅の普寂（651～739）下の志空の
法を伝えている．法朗の行状については，詳細は不明であるが， trJ1行につ
いては， 「海東故神行禅師之碑井序」（『海東金石苑』巻］， 『全l'Jf文』巻
718等所収）が現存し，禅宗初伝について伝えてくれる．その碑文によると，
神行は俗姓を金といい，新羅東京（慶尚北道慶州）の出身である．壮室（30歳）
にして出家して律を学び，2年後に醐据山で法朗に参じ禅法を嗣法すること
になる．径数遼撰 「大唐新羅国故鳳岩寺教訟智証大師寂照之塔碑銘井序J
（『朝鮮金石総覧』上所収）によれば，智説は四祖道｛言・法朗－神行・遵範・暫；隠、
と禅法を相承するといい，また，法朗は大医，つまり四祖道信に嗣法した
としている．それ故に神行が学んだ法朗が既に達磨系の禅宗を伝えていた
ことを知りうるのである．神行は法朗の下で3年勤仕した後に入唐し，志空
に学ぶことになる志空とは大照禅師の入室の門人と碑銘に記されており，
大照禅師とは北宗神秀の法嗣の普寂を指すので，北宗仰の法をも学んでい
ることになる． 日本の禅宗の初伝は653年に入唐した法相宗の道球（629～
700）が二祖慧可の法嗣の慧満の法をも嗣いだことによると伝承している．
そして第2伝として普寂の弟子の道球（702～760）が， 736年に来朝して北宗
禅を伝えた時と言われている．周知のように禅宗教団の実質的な勢力は，
四祖道信・玉祖弘忍（601～674）が湖北省の黄梅県に展開したことに始まると
言われ，これを樽宗史では f東山法門Jと呼び，その衿i宗教団は小川隆の
命名になる「湯山法門Jに受け継がれ，それがやがて 「北宗禅Jへと受け
継がれていくのである．これらの動向の中で朝鮮にも日本にも神宗が確実
に伝えられていたことが判明するのである．神行は志空に仕えること3年に
してa悟りを得て，法を授けられる．志空の寂年は不明であるが，志空の示
寂におよび，帰国し，鶏林で修行者を指導した．その指導の中心は，碑銘
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には「若心の一言j というから北宗禅の中心思想と言ってよいであろう．
南岳智異山断俗寺て’779年10月21日に76歳で示寂している．成立史の問題を
幅広く論じたものに，沖本克己（1991）「朝鮮禅宗成立史への一視点・特に留
学僧の動向を通じて・Jがある．
ところで，律宗教団は中国において形成されたものである．その開祖は
菩提逮腐とイ云71¥している．歴史上の菩提逮摩の記録は，楊街之撰『格陽伽
藍記』（547年成立）に始めて登場する. 645年に成立した南山道宣撰『続高
僧伝』傘16の「菩提達摩章Jは，この『治l湯伽藍記』と今一つ重要な資料
として『菩提遥摩四行論』の弟子曇：林の「序」を使用しセ伝記を構成して
いる．この『菩提達摩四行総』 という貴重な資料が朝鮮に保存され， 研究
に活用されてきた．その研究史を述べることは，中国初期禅宗史研究を語
ることになろうが，ここでは主な研究のみに触れることにし，最後にその
現状を述べるに留めておく ことにしたい．
①鈴木大拙 (1936）『校刊少室逸書 ・附録達摩の禅法とその思想、』（安
宅仏教文庫）
② 字井｛白寿 (1939）『禅宗史研究』（岩波書店）
③鈴木大拙 (1951）『縛思想史研究 第二』（岩波書店，→『鈴木大拙
全集』第二，1968，岩波書店）
＠ 関口真大 [1957）『達摩大師の研究』（彰国社）
⑤ 関口英大 [1 967） 『達磨の研究~ （岩波書店）
＠ 柳田聖山 [ 1969）『遠足誌の語録』（筑摩書房，→『ダ‘ルマ』，1998,
1祇談社学術文庫）
⑦ 維名宏雄 [1996）「天順本『菩提逮摩四行論』の資料価値J（『宗学
研究』 38}
③椎名宏雄［1996）「天順本『菩提遥摩四行論』J（『駒仏紀要』54)
『菩提連摩四行論』の研究史については，田中良昭（1980）「二入四行論
長巻子（擬）研究覚え蓄Jがあり，最近の研究を加えたその補正の論文が刊
行される予定である と聞いている．鈴木［1936）の論文は，教建文献の北京
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本宿99を1934年に北京図書館で発見したのを機会に，朝鮮刊本『禅門撮要』
と対校してテキス卜を公刊したものである．本容の研究が最初より朝鮮刊
本を貴重な資料と して出発していることが判明する．その後，鈴木（1951)
は，北京写本 ・朝鮮刊本にロンドンの大英博物館で1936年に発見したスタ
イン本S2715を加えた3本によるテキス卜を発表したのである．鈴木はこれ
らのテキストの正式の名が不明なので，朝鮮本の初めに f匹l行総」とある
ところから『四行論長巻子』と仮の名前を与え， それより60年の研究が続
けられてきたのである．その間，柳田の研究によりそのほぼ全文の訳注が
完成し，その中心の「二入四行J説を取り入れた北宗神の燈史である『携
伽師資記』についても柳田（1971)『初期の禅史 I』として訳注が公刊され
たのである．鈴木の発表後に田中良昭［1965) r四行論長巻子と菩提逮摩論J
において， S3375の外にパリ国立図書館所蔵のベリオ本のP3018,P4634も
その異本の断片であることが新たに発表された．その後も補う資料として，
P2923, P4795, P7159やSl880が紹介され， また，沖本克己（1976）「チベッ
ト訳『二入四行論』 についてJなどにより本書のチベット釈も指摘され，
その研究史は問中（1983）「 『二入四行論長巻子』（擬）Jに詳しい．それでも
なお正式のテキス ト名は不明であり，その末尾は知られずにいたのである．
その解決を果たしたものこそ，椎名（1996）の2つの論文なのであり，しかも
驚くべきことに天順本とは天理図書館に所蔵される朝鮮の刊経都監が全羅
道南源府で重修したテキストであった．この紹介により正式名称、の確定と
共に完本が出現したのである．
ここまで，菩提逮摩の二入四行説に言及してきた 二入とは理入と行入
を指し，行入が更に（一）報怨行， （二）随縁行． （三）無所求行， （四）称、
法行の四行に詳説される．ところが．北涼の訳人の名の不明な『金剛三昧
経』入実際品第五には，次のようにある
仏言く ，二入とは，ーに理入を調い，二に行入を問う．理入とは，深
く衆生は真性に異ならず，ーにあらず，共にあらず，｛旦だ客鹿の務隠
する所を以て去らず．来らざるを信ず．党観に凝住して，締かに仏性
は有ならず，無ならず，己ならず，｛也ならず，凡型不二にして，金剛
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心地は，堅住して移らず，寂静として無為にして．分別有ること無き
を観るを是れ理入と名づく．行入とは…一（大正毅9・369c)
この文と『菩提逮摩四行論』の二入説が無関係とは考えられない．
夫れ道に入るは途多けれども，要して之を言えば，二種を出でず． ーは是
れ理入， 二は是れ行入なか理入とは，教に祷りて宗を悟り，深く含生の
凡聖同一真性にして，｛旦だ客慶の妄覆せられて，顕了すること能わ5るの
みなることを信ずるを謂う．若し妄を捨てて其に帰し，墜観に凝住して，
自他凡聖等ーにして， 堅住して移らず，更に文教に随わざれば，此に即ち
理と冥符して，分別有ること無く．寂然と して無為なるを，之を理入と名
づく 行入とは， ・ぃ（柳田［1969)32～33頁）
これら両蓄について，鈴木大拙も宇井伯寿も菩提達摩の主張の基づく と
ころは『金剛三味経』にあるとしたのである．訳経史に精通していた水野
弘元が， （1955］「菩提達摩の二入四行説と金剛三｜床経jにおいて， 『金剛
三味経』には二種あり， 二入説を説く経は中国の唐代（650～665年頃）に4成
立した偽経であるとし， 菩提遼摩の説に基づいて成立したと従来の説を逆
転させたのである．この時期に成立したとする理由は，玄撲の訳語を使用
し，元暁（618～686）の注釈があることから推定したものである．さらに1興
味深いのは，その製作地についての推測で，山東地方か遼東地方をあげな
がらも， 新羅の可能性をも指繍する．柳田聖山も『菩提達摩四行論』の諸
注釈蓄をはじめ，大著の［1967］『初期禅宗史書の研究』においても「道信・
弘忍の守心説を仏説として根拠づけようとしているJと東山法門の綱要書
説を主張してきたのである． ところが， ［1993）「金剛三味経の研究Jにお
いて， 『金剛三味経』 入実際品の「理入Jと「行入Jと「党観Jの説が，
道宣の『続高僧伝』巻16の「菩提達摩章Jとなり，それが『携伽師資記』
を経て， 『景徳伝燈録』所収の『略弁大乗入道四行弟子曇林序』などのい
わゆる『菩提逮摩四行論』の逮摩の伝記となったと説を改めた．柳田の説
は永く支持されてきた経過があり， 未だ従来の説の妥当性が認められてい
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て．新説への賛同を得るには至っていないのが現状であろう 周知のよう
に『金剛三味経論』は，元暁の『金剛三味経』の注釈容であり，両主主の成
立は時期的に極めて近い．両舎の性格と成立の問題は，朝鮮仏教史の重要
な課題だけに今後の総合的な研究が必要となろう．木村宣彰［1967］「金剛
三昧経論の真偽問題Jも，『金剛三味経』を新経の大安や元暁の周辺の人身
によって作られたとする鋭である 更に石井公成［1996)r『釈摩詞術論』
の成立事情Jは， 『釈摩罰術論』の本来の意図を，新経における当時の諸
説の会通にあったとし，その思想と構成の面や用語の面において， 『金剛
三味経』や『金剛三味経論』に負っていることを指摘する．一見『金剛三
味経論』の研究は，禅宗の問題とは無関係に見えるが，実際には極めて深
い関係にあるといえるのである．韓泰植（普光）［1996］も一部触れている．
ただ＼最近，石井公成[1998）「『金剛三味経』の成立事情Jは， 柳田の［1993]
の新説に反論すると共に， 『金剛三味経』を東山法門直系の偽経ではない
と主張している．さらに，石井公成r20001r随縁の思想j において，随縁
行の背景を 『浬鍛経』の教学と老荘説に求めており， 「『二入四行説』の
再検討J（平井俊栄博士古稀記念会 『三愉数学と仏教思旭』 所収，春秋社）
の近刊の論文で見直しを進めている．
近年の中国初期禅宗史において注目された問題の一つにチベッ ト仏教と
浄衆寺無相（684～762）の関係がある．その専論に山口瑞鳳［1973]rチベット
仏教と新羅の金和尚」があり ，それを受けた小畠宏允［1976］「 『歴代法宝
記』と古代チベットの仏教Jがある.i争衆寺無相は俗姓を金といい，新羅
王の血統を引くというのである．唐から金城公主を妃に迎えたチベットの
ティデ・ ツタツエン主（704～754）が，数人の若者を仏教を学ばせる為に唐
に派遣し，その帰国の時にその無相の教えを受けたと伝えるのである目テ
ィデ ・ツクツェン王の王位を嗣し、だティソン ・デツェン王（742～797）は，
761年に仏教を国教にしようと決意し，その後にチベットの仏教の方向が大
きく変わったという．つまり この王の時代に無棺に禅を学んだ一人が中国
禅者の摩罰街をチベットに招き，やがて王の晩年にインド僧カマラシ・ラと
の論争がサムイ ェ でー行われ，その結果，摩剖術は国外に追放され，チベッ
トはインド仏教の正統性を認めるに至るのである．チベットと禅との関係
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については，多岐に亘り， しかも朝鮮仏教史の問題から離れるので， この
分野の先駆者の一人である上山大峻［1990）『教燥仏教の研究』を上げるに
とどめ，無相の問題にのみ限定して述べておくことにしよう．
無相の伝記資料としては，教埠本の『歴代法宝記』と圭峰宗密（780～841)
の『円覚経大疏紗』巻三之下と『北山録』がある． 『歴代法宝記』につい
ては唯一にしてしかも優れた研究成果としては，柳田聖山［1976］『初期の
禅史E』が全文の訳注と して出版されている．本文及びその解説としては，
矢吹慶輝［1930）『鳴沙余韻』と［1933）『鳴沙余韻解説』及び金九経［1935）『校
刊歴代法宝記』があり，論文としては近藤良一［1973）「『歴代法宝記』の
諸写本についてJと小畠宏允［1974)rチベットの禅宗と『歴代法宝記』 J
がある
宗密の著作と朝鮮禅宗史は客、接であり，知訴の注釈書は特に研究されて
いるので後述する．ここで言う無相の禅は，宗密の七家の神の分類（①北宗
②浄衆宗③保唐宗④洪州宗⑤牛頭宗⑤南山念仏門⑦荷沢宗）の中の
浄衆宗を指す．無相は無憶 ・無念・真忘の三句を強調したという．この分
類を利用しながら初期の中国禅宗を論じたものは多く，字井伯寿［1939JI五
祖門下の念仏禅Jや鈴木大拙［1968)r慧能示寂直後の禅思想、Jはその的表
である 鎌田茂雄［1975）『宗密教学の思想史的研究』はもちろん，最近の
『都序』研究である石井修道 ・小川隆共著［1994～1999）「『禅源諸詮集都
序』訳注研究J(I）～（I O)Jにおいてもこの分類を参考にしている．なお，
大正新修大蔵経傘52に収められる『北山録』 10巻は， 806年に成立した無根
の法嗣の梓州若；義寺神清の撲になるものであり， 慧宝が全舗に亘って注を
付している．内容は儒仏道三教一致の立場より天地の形成など16項目につ
いて論じたものである． 東京大学東洋文化研究所において鎌田茂雄が代表
となって一部訳注を出版しているが，無キ自に関わる「異説を諮る第十jの
箇所は京都大学人文科学研究所において吉川忠夫が代表で読番会が関かれ
て読了していると聞く．しかし，その成果報告は出版されてはいない．
朝鮮の禅宗の初伝に関連する研究史について述べてきたが，一般に禅宗
の伝来といえば，九山禅門を挙げる場合が多い．だが，最初からそれを既
成の事とするには問題もある．九山禅門はすべて新羅時代の入唐僧によっ
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て成立したものであるが，あくまでも高腿時代に九山禅門として数えた次
のようなものである目
第一は馬祖下の西堂智臓の法嗣の迦智山宝林寺派の道義
第二は西堂智蔵の法嗣の実相山実相寺派の洪砂
第三は馬祖下の章敬懐臨の法嗣の鳳林山鳳林寺派の玄呈
第四は西堂智臓の法嗣の桐裏山泰安寺派の恵哲（徹）
第五は馬祖下の麻谷宝徽の法嗣の聖住山聖住寺派の無染
第六は馬祖下の嵐官斉安の法嗣の闘員届山帽山寺派の焚日
第七は馬祖下の南泉普願の法嗣の師子山興寧寺派の道允
第八は朝鮮初伝の法系を嗣いだ噸腸山凪岩寺派の道慾
第九は雲居道l砲の法嗣の須弥山広照寺派の利厳
九山禅門のうち神宗初伝で紹介した四祖道｛言の法系の犠陽山鳳岩寺派と
曹洞宗の雲居道府の法嗣の須弥山広照寺派を除いた7派はすべて罵祖道一
(709～788）の門下の法を嗣いでいる．中でも迦智山宝林寺派と実相山実相
寺派と桐裏山泰安寺派の3派は西堂智蔵（738～817）の法を嗣いでいる．西堂
がかつては百丈懐海と共に馬祖の門下の2大弟子であったにも関わらず，そ
の行状は詳細に知られることはなかった． 『輸県志』巻50等に収められる
「唐唐校製公山西堂勅誼大覚禅師重建大宝光搭碑銘j に基づいて西堂の行
状をより明らかにしたのが，石井修道［1978）「洪州宗における西堂智蔵の
位置についてJである．初期の中国禅の燈史として重要なものに， 801年に
成立した『宝林伝』がある．本書は10巻のうち傘7・9・JOの3巻が現存せず，
その逸書の部分が極めて重要な資料であるが，残念ながら現時点では知ら
れていない．椎名宏雄［1980）「『宝林伝』巻九傘十の逸文J及び［1980）「『宝
林伝』の逸文の研究」はそれを補う賞重な愉文である その『宝林伝』が
馬祖系の人々によって編集されたとする説は，水聖子弘元［1960）「伝法偽の
成立について」で推測するところであるが，この説は柳田聖山［1967)0コ大
著において支持するものである．柳田聖山はさらに晩唐の詩人李商隠（812
～858）撰 f唐梓州替、義精舎南縛院四証堂碑銘Jに注目する．四在とは四川
140 朝鮮事jl思想に対する研究
省の出身でもない西堂智蔵と新羅出身の浮衆寺無相 ・保唐寺無住・ 1共小Ii馬
祖道ーを指すのである．ここに西堂が取り上げられる背景から『宝林伝』
と密接に関連するのではないかと予想し，更に［1984）『祖堂集索引』巻下
の f解題J（京都大学人文科学研究所）において， 「『宝林伝』 の編者智矩
を，わたくしは，馬祖下西堂の弟子たちに擬している．西堂の弟子として
は，三人の新経僧がいるj というのである．
しかし，この朝鮮初伝の禅宗や九山禅門の研究は，禅宗の歴史を語る時
には必ず問題とされるが， 九山禅門の嗣法や法系について不明な部分も残
されているのである．その点， 952年に成立する『祖堂集』の九山との関係
は注目されるが， 『祖堂集』については項を改めて述べるので，椎名宏雄
(1979）「『祖堂集』の編成J（『宗学研究』 21）のみをここでは掲げておこう，
その間，九山禅円以外にも幾たびか禅宗は伝来され，一時，天台宗の成
立によって禅宗が衰える兆しを見せるが，後述するように，朝鮮仏教史上
に律宗が隆盛する基礎を築いたのは，知簡であり，曹渓宗の創立には諸説
があるとしても，禅宗が知簡によって中興されて， 今日の禅宗教団の展開
へと繋がることは確かである．
義天により天台宗が盛んになる以前に呉越の法眼宗との交渉は注目され
る 法眼宗の永明延寿は『宗鋭録』 100巻の著者であるが，智宗（930～1018)
を中心とする36人が延寿の法を伝えたというのである．勝泰植［1983）「延
寿門下の高麗修学僧についてJは，そのことを論じたものである．また，
緯京株（1990b）「永明延寿の浄土思想Jがある．
なお，韓基斗，法岳光徳訳（1984］「景徳伝灯録に見える新羅禅Jも参考
になろう．
4. 『祖堂集』の研究
柳田聖山の代表的な研究は， ［1967）『初期禅宗史書の研究』（法蔵館）であ
り， 中国禅宗史研究の古典となった本番は，多くの隣接分野の研究に影響
をあたえた．久しく絶版となり，その再版が多くの研究者から望まれてい
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たが，［2000］「柳田聖山集第6巻J（法蔵館）として再刊された．その箸にも
『祖堂集』の研究が基本に活かされているが，柳田の研究の出発となり，
その基本構想を発表した論文に（1954］「燈史の系総Jがある．それと殆ど
同時に発表された論文の［t953] r『祖主集』の資料価値（I）・唐期縛籍の批
判的措置に関する一つの試みJこそ『祖堂集』研究の本格的な研究のi監鰯
といえるものであり．その後の『祖盆集』研究は，専ら柳田によって発展
する． 『祖堂集』が高麗大蔵経の蔵外に含まれていることからも判明する
ように．その開板は朝鮮仏教史と関わりをもち， 内容的にも初期の朝鮮の
律宗の記述を多く含んでいたのである．既に忽滑谷がその一端に注目した
ことは前述した通りである．
その後の柳図の成果を略述するならば， 『ネ且堂集』 20巻は，南唐保大10
年（952）の成立ではあるが，今世紀の初頭に高麗大蔵経の蔵外補版として，
海印寺より発見されるまでは積極的に利用されてはいなかった．柳田の研
究が『祖堂集』 の存在を海外に知らしめる結果となったが，中国の研究者
が利用したのもこの10年間のことである.1989年3月に北京大学で行われた
f中日禅学研究検討会Jの席上．楊曾文が f『祖盆集』を中国人で所持し
ている人は， 2,3人であろうJと言ったのを思い出す．従来の中国禅宗史
の研究に利用されていたのは，専ら1252年成立の『玉燈会元』であり，僅
かに1004年に成立した 『景徳伝燈録』が利用されているに過ぎなかった．
ところが全く利用されていない『祖堂集』 は， 『景徳伝燈録』にはない唐
代禅のもつ素朴な独自の魅力をそのまま伝えている． 柳因は先の論文に続
いて，（1964)r『祖堂集』の本文研究（I)Jをはじめ， 1969年の季刊雑誌『神
文化』第51号から始まった「『祖堂集』ものがたりJ（～82号，～1976）で，
それらの話をつぎつぎに紹介した．柳田の成果は， 1974年に中央公論社出
版の『禅語録』に『祖堂集』の抄訳が発表され，最近になって禅文化研究
所から［1984］『純禅の時代ー『祖堂集』ものがたり』， （1985］『続純禅の時
代・『祖堂集』ものがたり』，（1986］『禅の山河（新版）』と して公刊された．
そして京都大学人文科学研究所から1980年から1984年に柳田の編著になる
『祖堂集索引』3冊と して，一字索引が完成して出版され，柳田の『祖堂集』
の研究は，この分野に大きく貢献したのである．
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そもそも， 『祖堂集』の成立は，その本文中に f南唐保大壬子10年j と
記されている 西暦の952年に当たるが， 「南唐保大10年」の年号は，重要
な意味をもちあわせている． 『祖堂集』の編集は， 「序文Jによれば福建
省の泉州招慶院の静・筒二禅徳によってなされる．この静 ・筒二禅徳がい
かなる禅者であるかは不明であり，石井光雄は（1952）「禅と典籍Jで法限
文益の法嗣の達観智商（906～969）（伝燈25）に当て，水野弘元は［1960）「伝法
偶の成立について」において， t静を鹿門処真の法嗣の谷隠智百？？（伝燈23)1こ，
f奇を石門慧徹の法嗣の石門笥（広燈24）に当てるが，その確実な論拠はなく，
最も注目されるのは，柳田が［1964）において， 「雲岩，桐山の系統に親し
い入唐朝鮮僧でなかったかj と推測していることである． 『祖堂集』の内
容から朝鮮との関わりを重視することは，妥当な点を認めてよいと恩われ
が，静・珂が入唐朝鮮僧であるかどうかの新たな問題が出てきたことは後
述する．当時の住持は， 『祖堂集』の序文の撰者でもあるi争修禅師省憧で
あり，この人が『祖堂集』の監修者ともいうべき立場であった．招慶省倍
は， 雪山幸義存の孫で，保福従展の弟子に当たるのである． 『祖堂集』が編
集された泉州は，南唐に支配される以前は，玉代十国の一つの聞という国
である この間は，王氏一族の支配した国で，中でも，忠愁王の王審知は，
大変な崇仏家であったが，この王審知が最も保護した禅宗教団が，雪峰義
存の教団である．雪峰教団の解明は3 唐宋五代の禅宗史の研究にとって，
大事な問題であり， 『祖堂集』には，雪峰教団の研究の資料が沢山含まれ
ていたのである．先に紹介した柳田の「『祖堂集』の資料価値Jでは，こ
れらのことが細かく分析されていた．
筆者は［1987］『宋代禅宗史の研究』（大東出版社）の「第一章『景徳伝燈録』
の歴史的性格Jを新たにまとめるに当たり， 「南唐Jと『祖堂集』の関係
がはっきりしてはいなかったので， 『泉州開元寺志』にある招慶省債の伝
記を手がかりに，［1985）「泉州福先招慶院の浄修禅師省慢と『祖堂集』 J
をまとめた．その結果， 『祖堂集』と泉州刺史留従効の密接な関係や『祖
堂集』巻12には南唐の記事が極めて多く残されていることが判明してきた
また， 「第二章 中国初期曹洞宗教団の成立Jには， 『祖堂集』を多く使
用したが， 『祖堂集』と中国曹洞宗の緊密な関係が指摘できるのである，
韓国仏教学SEMINAR8 143 
その先鞭の研究は宇井イ白寿の［1939～1943）『禅宗史研究』 3冊にあり， 『祖
堂集』を大幅に取り入れて初期の曹洞宗教団を解明している．ところが，
その後に，椎名宏雄が紹介した『脊原山志略』によって新たに青原行思の
伝記や背原山の動向が知られ，また筆者の紹介した円引十｜桐山普利禅院伝
法記』によって桐山の初期教団の動向が判るようになってくると， 『祖堂
集Jは資料的にもっと重要視して評価することが必要となってきたのであ
る．その結果，湖南省の雨織で活躍した石頭希遷は，無視できないだけで
はなく，馬祖道ーの活躍以前に確実な勢力があったことや，この青原系を
見直す必要を問題提起したのである．
さて，先に述べた柳閏の『祖堂集索引』 3冊の下巻の「解題Jに従来の研
究経過とその成果一覧が収められている．その論文名を列記すると次のよ
うに成っている（一部日本語以外を含む）・
池内宏 [1924) 「海印寺板蔵経追加目録所載の仏典，高麗朝の大蔵
経，付税J（『東洋学報』 14・I)
2 大屋徳梯 ［1925］「朝鮮海印寺経板の研究J（『中外日報』 6月7臼，
I l日， 14日， 18日， 21日， 25日号）
3 大屋徳城 [1926) r向上J（『東洋学報』 15・3)
4 大屋徳城 [ 1930）『鮮支巡礼行』（東方文献刊行会）
5 忽滑谷快天［1930）『朝鮮禅教史』（春秋社）
6 高楠順次郎［1932]r大正新修大蔵経J第85巻
7 矢吹慶輝 [1933］「鳴沙余韻解説J（岩波書店）
8 穴山孝道 [1933］「高麗版 「祖堂集Jと禅宗古典籍J
（『東洋学苑』 2)
9 穴山孝道 [ 1933］「祖堂集J（『仏書解説大辞典』 7所収）
10常盤大定 [1933］「宝林伝の研究J（『東方学報』東京・4)
I l常盤大定 [1934）『宝林伝の研究』（東方文化学院東京研究所）
12影印采版l高経会 [ 1935］『宋蔵遺珍』（上海影印宋版蔵経会，北京三
時学会）
13鈴木大拙 [1935）『敦爆出土少室逸書』（鈴木大拙刊）
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14鈴木大拙 [ 1936］『校刊少室逸書・附録達摩の締法と思想、及其他』（安
宅仏教文庫）
15白石芳留 [1937］『禅宗編年史』（観音堂酒井繁一郎刊）
16久野芳｜監 [1939］「牛頭法嗣に及ぼせる三愉宗の影響J（『仏教研究』
3-6) 
17 宇井伯持 （1939］『樹祭史研究』（岩波む店）
18 黒田亮 (1940］『朝鮮｜日書考』（岩波書店）
19 宇井伯寿 （1941］『第二禅宗史研究』（岩波書店）
20 字井伯寿 ［1943］『第三禅宗史研究』（岩波瞥店）
21 地永霊鳳 （1947]r古逸諸禅結の研究J（『日本仏教学会年報』 15)
22 横井聖山 （1953］「祖堂集の資料価値（一）J（『禅学研究~ 44) 
23 太田辰夫 （1957］『中国歴代口語文』（江南書院，→朋友書店，1982)
24 柳田聖山 （1958］「玄門 「聖胃集JについてJ（『仏教史学』 7・3)
25 胡適 (1959] r駿宝林伝残本J（『胡適手稲』 7)
26 胡適 (1960］「関泳珪宛書簡J（延世大学校史学研究会編 『史学会
誌』 2)
27 太田辰夫 （1962）『祖堂集口語語繋索引』（入矢義高刊）
28 柳田聖山（1963］「祖堂集J（『望月仏教辞典』 9所収）
29 柳田盟山 （1964）「祖堂集の本文研究（一）J（『禅学研究』 54)
30 閑泳珪 (1965］「影印祖堂集51J （『暁城組明基博士華甲記念仏教
史学論叢』）
31 越明基 (1 965）『祖堂集~ （東国大学校）
32 柳田聖山（1967］『初期禅宗史書の研究』（法蔵館）
33 関口真大 ［1967）『達磨の研究』（岩波書店）
34 Seo Kyung-ho（徐京保） (1968) r Astudy of Korean Zen Buddhism, 
approached through the Cho・dang-jipJ(Temple University) 
35 柳田聖山（1969～1976]r祖堂集ものがたりJト22（『禅文化』 51～82)
36 Paul Demieville (1970） 「Lerecueil de la salle des patriarches< 
Tsou-t’angtsi > J ( T’oung-Pao Vol, LVI, Livres, 4・5)
37 陳粋部 (1971］「考究「祖堂集J源流之訳介J（『新中国評論』 12月
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号， 『中華仏教文化史散策初集』，新文輩出版公司， 1978)
38 牧田諦亮 ［1971）『玉代宗教史』（平楽寺書店）
39 柳田聖山 （1972)r祖堂集影印序（影印祖堂集巻首）J（中文出版社）
40 悟翁 (1972］「縛宗宝笈 f祖堂集J之発現及印行J（『国立編訳
館館干lj』1-3)
41 柳田聖山（1974］『禅語録（世界の名著，続3）』（中央公論社）
42 柳田聖山（1974］「祖堂集について（禅学議書之四，祖堂集巻首）J（中
文出版社）
43 韓基斗 (1974）『新羅時代の禅思想』（円光大学出版部）
44 李喧根 [1976］『高麗大蔵経』第45巻（東国大学校釈経院，出版部）
45 椎名宏雄（1976］「朝鮮版「景徳伝燈録Jについて」（『駒沢大学仏
教学部論集』 7)
46 石井修道 （1977] r朱代禅籍逸書序政考J（『駒沢大学仏教学部論集』
8) 
47 韓国図書館学研究会［1978）『韓国古印刷史（日本語版）』（同期社）
48 李瑠根 [1978］『高麗大蔵経総目録，索引，解題 （日本語版）』
49 推名宏雄 (1979］「「祖堂集j の編成J（『宗学研究』 21)
50 柳田聖山（1980］『祖堂集索引』上冊（京都大学人文科学研究所）
51 林f言明釈，ポ・／レ・ドミエヴイノレ[1981］「祖堂集の世界J（『花園大学
研究紀要』 12.→ 『ポ司ル・ドミエヴィノレ禅学論集』
（『花園国際禅学研究所研究報告』第一冊，1988)
52 柳田聖山 （1982）『祖堂集索引』中冊（京都大学人文科学研究所）
53 太田辰夫 ［1982］『唐宋俗字諮 祖ー堂集之部．』（汲古書院）
54 越明基 [J 982］『宗門機英集J（『中外日報』 12月17日号）
55 柳田聖山 （1984］『祖堂集索引』下冊（京都大学人文科学研究所）
その後，1999年ll月l日に駒海大学で研究発表された衣川賢次の資料を
参考にして補遣を追加しておこう．ただ，衣川は『祖堂集』の口語史研究
についても多くの論文を上げ，現在では学位論文も出ているとのことであ
るが，この分野についてはここでは割愛することにしたい．
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『祖堂集』関係文献補遺
56 柳田聖山 ［1984, 1985］『純禅の時代・祖堂集ものがたり－』正・続 （禅
文化研究所）
57 柳田聖山［1985］「語録の歴史J（『東方学報京都』 57)
58 椎名宏雄［1984］「書評柳田聖山編『祖堂集索引』 J（『駒沢大学仏教
学部論集J15) 
59 石井修道 ［1985］「『泉州開元寺志』の招慶省信の伝についてJ（『印
度学仏教学研究』 34・I)
60 石井修道 ［I986) r泉州福先招慶院の浄修禅師省憧と『祖堂集』J（『駒
仏紀要』44)
61 石井修道［1984～1993］「鴻仰宗の盛衰」（I）～（6) （『駒沢大学仏教
学部論集J18～22, 24) 
62 石井修道 （1987］「祖堂集と景徳伝燈録」（『宋代禅宗史の研究』所
収，大東出版社）
63 柳田聖山 （1988］「『禅の文化・資料篇（一）』総説J（京都大学人文科
学研究所）
64 石井修道［1989］「中国唐宋代の禅宗史の研究状況と問題点J（『駒
沢大学仏教学部論集』 20)
65 柳田聖山 ［1989-92］「司｜｜註祖堂集J(I）～（12) （『禅文化』 132～144)
＜巻5のみ＞
66 柳田聖山訳注［1990］『祖堂集』（大乗仏典中国日本筋13，中央公論社）
67 黄心Jl [1990］「隅唐時期中国与朝鮮的交流新羅来華仏教僧侶考J
（『惰唐仏教研究論文集』三秦出版社）
68 小川隆 (1992］「書評 柳回聖山『祖堂集』 J（『花園大学研究紀要J
23) 
69 柳田聖山（1992］「韓国海印寺と祖堂集J（『花園界隈』，大東出版社）
70 『祖堂集』（影印） (1993] （全国図書館文献縮微覆制中心 ・上海古
籍出版社）
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71 鈴木智雄 ［1994］「 『祖堂集』対照『景徳伝燈録』 J（『愛知学院大
学禅研究所紀要』 22)
72 『祖堂集』（影印大字本）［1994］『祖堂集索引』基本典籍叢干lj（禅文化
研究所）
73 『祖堂集』（排印本）［1994] （仏光大蔵経禅蔵史伝部，仏光出版社）
74 陳尚君 [1994］「唐代間籍詩人考J（『唐代文学研究』5，広商師大出
版社）
75 李玉昆 [1995］「教爆遺書＜泉州千仏新著諸祖師煩＞研究＝（『敦埠
学輯刊』 1995・I)
76 葛兆光訳注 [1 996］ 『祖堂集』（『中国仏教経典主蔵精選白話版~ 22, 
仏光出版社）
77 呉福祥・顧之川［1996］『祖堂集』（排印本）（岳麓書社）
78 衣Jll賢次［ 1 998） 「祖堂集札記」（『禅文化研究所紀要~ 24) 
79 丘山新・衣川賢次・小川隆［2000］「『祖堂集』牛頭法融章疏証 J（『東
洋文化研究所紀要~ 139) 
『祖堂集J研究を常にリ．ドしてきた柳閲聖山の成果に対して，大きな変
更を迫る問題提起の論文が，衣川（1998］である．その注目すべき主張点は
二つある．衣川は禅文化研究所影印版『祖堂集』 ［1994］の刊行において，
海印寺の版木を直接調査して幾つかの不明な文字を確定する作業を行って
いる 目下，中華書局から刊行予定の標点本『祖堂集』の原稿作成中に生
まれた成果といってもよい．そのこつとは，第一に「序文」に対して新見
解を出したこと，第二にそのことと関連するが現存の『祖堂集』は952年成
立当時のままではないということである． 『祖堂集』には，浄修禅師文僚
と匡備が書いたこっ序文がある その後者の序文は次のように始まる
己上の序文，井ぴに祖堂集一巻は，先に此の土に行わる．力tの後十巻斉しく
到る．謹んで具本に依りて，安に新たに印版を開き，広施流布せん欲し，分
ちて二十巻と為す．
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柳田［1964）をはじめ従来 f匁の後十轡Jを「匁の後一巻Jと読んできた
が，衣川は影印版高麗大蔵経補遣の『祖堂集』（東国大学校出版部， 1976)
により「一Jを「十Jに訂正し，新たな解釈を展開したのである．また，
柳田は『祖堂集』全文を952年以前の成立とみる．衣川は椎名宏！'fi[t979）や
特にア・サ・・ウェイリの［1968］「祖堂集にみえる宋代の白話物語J（”A Sung 
Colloquial Story from the Tsu-t’ang chi＇’）（「ウェイリ氏の 二編の遺稿ぐ・Two
Posthumous Articles by Arthur Waley＞所収， 『AsiaM匂or』14・2J）により，
952年後の成立が降認されるとしたのである．その結果，現存の『祖堂集』
の成立過程を次のように結論する．
952年に泉州招慶院において静筒二神徳の編集した『祖堂集』 l巻は規模
の小さな選集であり，それが宋代の初めまでに10巻に増広された．浮修禅
師の鍛はそのときの核となって，かなりの資料が集められ，ほぽ現行本に
ちかい分量となったものが， 1245年までに高臨に伝わり，匡備による開板
に際して，さらに海東僧とこれに関連する部分に噌補がおこなわれ，再編
をへて最終的に20巻の規模となった．
もちろん衣川の推測ではあるが，現存の 『祖堂集』カ；952年の成立の形態
そのままであるとする従来の説に，問題が提起されたことは重要であろう．
ただ，衣川はほぼ現行本の段階にまとまったのは，開板された1245年に近
いのではなく，口語史の研究成果から言っても宋初にまとまっており，そ
の成立時期は1004年成立の 『景徳伝燈録』がその役割を代わる以前と考』え
るとする推論は注目してよいと思われる．衣川はさらに重要な指摘を紹介
している． 『祖堂集』は朝鮮半島では受容されず，その読まれた形跡がな
いと今日まで言われてきた．しかし，花園大学の中島志郎が覚雲編『禅門
枯煩説話』 （1970年宝蓮閣影印朝鮮中期刊本）に「古祖堂」より5例の引用が
あることを報告したというのである．その比較より現行本とは別行本とい
う点も興味あるが，このように朝鮮における受容が指摘された現段階から
考えるならば，今後においても同様な事例が発見される可能性があると言
えよう
また， 『祖堂集』轡20の 「五冠山順之Jの主主は破格の編成で長文の構成
となっている l頓之は仰山慧寂（807～883）に嗣法し：独自の円相を伝承し
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ている．このことについて論じたものに，韓基斗（1982）「順之に於ける一
円相思想Jがある．未完のままに若くして亡くなった村上俊の［1996］「円
相の研究Jは，遺稿であり，順之を構想に入れてのものであった．
5.知納の研究
前述したように， 朝鮮仏教史上に禅宗が隆盛する基礎を築いたのは，知
訪 (1158～1210）であり，曹渓宗が中良lされるのである．知執は華厳と禅の
教禅一致の中にも禅主教従の立場が見られ， 臨済宗の看話禅の影響が大き
い．その伝記の第一資料は，金君綴撰「昇平府首渓山松広寺仏日普照国師
碑銘並序Jである．知納，牧牛子と号す．京商洞州（黄海道瑞輿県）の換I氏
に生まれ，母については越氏という. 16歳（8歳とも）の時，間堀山派の宗li1
の下で出家した.25歳の時に僧科に応試して合格した． ついで南遊して全
羅南道の消源寺に安居し， 一日，恵折本『六祖境経』の「真知の自性が念
を起こせば，六根は見聞覚知すと雄も，万像に染まずして，真性は常に自
在なり」の文に驚傍し，深く感じるものがあったと伝える．周知の『六祖
檀経』は曹渓慧能の説法記録であり，曹渓とは慧能の根本道場であると同
時に分派以前の根本禅の道場である． 『六祖壇経』の研究は数多くあり，
駒海大学禅宗史研究会編著［1978］『慧能研究』に詳しいが，ここにいう恵
折本『六祖極経』については，石井修道［1979）「伊藤隆寿氏発見の真福寺
文庫所蔵の『六祖壇経』の紹介
沢大学仏教学部z命集』 10）及び［1980)[ 1981］「恵日斤本『六祖壇経』の研究．定
本の試｛乍と教；崖本との対照．，同（続）Jによって，始めて明解になったもの
である．知執がこの慧能を追慕し，後に松広山吉祥寺を改称して「曹渓山
修樽社Jと呼ぶのも，若；能の道場に由来するのである．曹渓宗の呼称にお
いてもこのことと深く関連するものと伝承されてきたのである.28歳で下
桐山普門寺（鹿北陣泉郡）で蔵経を研鎖し．特に李通玄の『新華厳経論Jの
影響の下で「会教帰禅Jの方向を見出した. 33裁で公山居祖寺で同志と定
慧社を結び， 「勧修定慧結社文Jを製した．神王元年戊午（1198），全羅南
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道の智奥山無住庵に入り，内観を厳修した．ある日， 『大態語録』巻19の
「妙証居士＜請寺丞＞に示す法語Jの「禅は静処にも在らず，亦た閑処に
も在らず， 日用応縁の処にも在らず，思慮分別の処にも在らず．然も第一
静処，間処，日用応縁の処，思慮分別の処を捨却して参ずることを得ざれ
忽然として眼関かば，方めて是れ屋裏の事なることを知る」の文に至り，
忽然として大悟した． 『大意法語』のこの箇所を含む現代語訳は，石井修
道［1992）があり ，大慧の主張との関連は参考になろう．同様の主猿は『大
慧書』にも存し，この書のすぐれた訳注には，荒木見悟［1969］『大慧書』
がある．当時，知執が読んで影響を与えられたものに圭峰宗密の『禅源諸
詮集者fl序』がある．神主3年庚申 (1200), 居祖寺より松広山吉祥寺に定慧
祉を移した 先にいう「曹渓山修禅社Jの改称は，照宗元年（1205）のこと
である 照宗6年3月27日， 53歳で示寂した 照宗は仏日普照国師と誼し，
踏を目白著と号した．著述には，『定慧結社文』， 『真心直説』 ，『修心訣』，
『誠初心学人文』， 『円頓成仏論』， 『看話決疑論』， 『法集別行録節要
並入私記』， 『念仏要門』， 『六祖壇経政文』があり，さらに李通玄の『新
華厳経論』を節重要したものが『華厳論節要』 3巻である
現時点において総合的な利用やすい知前研究書としては，李鍾益［1980)
『韓国仏教の研究 高ー麗・普照国師を中心として』がある．本書は元来，大
正大学に提出された博士論文「高麗普照国師の研究Jを刊行したものであ
る 589頁の大著でその意の目次は次のようになっている．
序論
第I ~在 隣国仏教の概観
第2章 韓国仏教の特殊性と普照国師の地位
第3主 普照国師に関する研究状況
本総
第l章伝記の研究
第2宣言 思惣の研究
第3l1! その恩想、の由来
第4:i'l: その思想、の背景
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第Si奪普照禅の特質
第61在 留渓宗開立とその宗風
結論
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知前に関する研究は多くあり，全般に及ぶものとしては，忽滑谷［1930]
があり，その中において， 「知納，命世の偉材を以て独立の禅宗を創唱す」
という．江田俊雄［1957）は，九山禅門より曹渓宗への流れを概観し，知前
の伝及び著に言及し，普照禅の性格に及び，禅教の調和として撃j散を尊重
しつつこれを禅のために活用したとする．また，その性格を「頓悟漸修」
やI定慧双修」で規定し，禅浄並修についても禅における念仏が唯心浄土，
自性弥陀にあることを述べている．
思想に関するものとして，卓万植［1980］「高麗知前禅師の径被門活句禅J
があり，中島志郎（1997）「知簡の三玄門体系についてjがあり，韓京株［1990a)
f普照知的禅師の浄土観Jがある．
伝記に関するものとして，卓万植［1978］「定慧結社と曹渓宗源流jや（1981]
「高麗智前禅師の行跡Jや （1982）「高麗知訊禅師の定慧結社と松広治規J
がある．また，呉光櫛［1979］「修禅社成立の背景についてJも問機である．
著述に関するものとして，思想と関連しながら述べたものに，中島志郎
[1997］「知的の『看話決疑論』について＜基礎研究一＞Jと［1998］「同＜
基礎的研究 二＞」は知的の禅思想を問題にしたものであり，曹渓山修禅
柾第二世態語（1178～1234）と共に論じたものが， [l998］「知訊と窓越」で
ある．慧謹には『禅門拾頒~ 30巻があるが，従来柳田聖山による油印本が
使用されていた 1999年に『禅籍叢干lj』第7巻（臨川書店）が影印刊行され，
椎名宏雄が「解説Jを付している
1941年に李鍾益は神奈川県立金沢文庫より知前が『華厳論』を節要した
『華厳論節要』 3巻を発見し，知前研究に新しい資料を加え，金知見により
1968年に影印刊行された．その著の研究には，金知見［1968）「華厳論節要
についてJや中島志郎［1995］「知訴の『華厳論節要』の性格Jがある．金
知見には（1969）「円頓成仏論についてJもある．金敬照（1997］「知的の禅と
浄土信仰－『定慧結社文』を中心として Jーや源弘之［1970］「高臨時代におけ
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る浄土教の研究・知簡の f念仏要門j について」や，緯普光［1999]r知的の
f定慧結社文Jにおける浄土観」も著述と浄土思想の関係を論じている．
中島志郎［1992］「知耕『真心直説』訪IJ注私案（上）Jは，著述の訳注研究
であり，中島が現在のと ころ朝鮮禅思想に関して最も多くの業績を残して
いる．
現在のVJlt柔宗は知簡のVH渓山修禅社の伝燈を継承するものであるという
見解が強く，日本の研究者に一般に主張されているが，太古普愚（1301～ 
1382）を宗犯と主張する人もある 李能和は（1918］「朝鮮禅宗臨済嫡派jの
冒頭に普思を掲げ，李稿撰「搭銘Jの題に普愚を「大曹渓嗣祖」とあるこ
とを示している．後に示す休静もその法系であり，事実，朝鮮禅宗の大き
な流れを形成する．近年は知的の「漸悟Jと普愚の「頓悟Jの思想、の問題
も絡んで立場の相違が見られる．金興津［1986] r高麗太古国師の研究jは，
同時代に入元した白雲景閑（1298～1374）との比較を試み，両者が新しい宗
派を問自I］したのではないと論じている． 『西域中華海東仏祖源流』は菅渓
宗が普愚より発するとする立場を述べたものであるが， この書に対しても
卓万植f1978Jや李鍾益（1980］の知前説からの反論がある 里道徳雄［1980]
「『西j戒中華海東仏祖源流』僧名索引稿－朝鮮仏教僧名集成VI-Jは，この
笹を研究資料とする為の準備研究の成果である．
著述の中でも禅宗との関係で興味深いのが，『法集別行録節要並入私記』
である．宇井｛白寿は， 『衿i源諸詮集都序』の訳注を1939年に岩波文庫の一
lfiとして出版した． その時点で利用できなかった 『法集別行録節要並入私
記』を後に読んで(1943]r中議伝心地禅門師資承襲図の侠文についてJを
新たに加えた．この警については，鎌田茂雄が［1975]r宗密の禅宗史観1特
に『禅門師資承襲図』について・jで詳しく紹介した． ただ， 『中華伝心地
禅門師資承襲図』の名は仮称、であって，本来の名が知られなかった．名古
屋の真福寺文庫に所蔵される一本を紹介したのが，石井修道［19s11 r真福
寺文庫所蔵の『霊長休拾遺問』の翻刻j であり，その命名には書目により伝
承があることが知られるようになった．後に［1992］『禅語録』において訳
注が成った．最近の研究には，中島志郎［1994］「知納の頓悟漸修論・『法集
別行録節要並入私記』を中心に－Jがある．
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知的と近代の曹渓宗について考究した論考も多いが，方丈九山の fNine
MountainsJを美徳隈が翻訳し，中古功が『松広寺蔵檀造釈迦三尊仏寵｛象J
とf松広寺関係文献資料Jを加えた中吉功編［1983］『韓国曹渓禅への招待』
は，知簡の開いた松江寺と知前の伝記資料を知るには便利なので，ここに
載せておくことにしよう．
6.休静の研究
朝鮮仏教史を代表する出家者をあげるとなると ~j~になるであろうか．思
いつく3人として，新羅に元暁あり，高麗に知納あり，朝鮮に休静あり，と
数えていくことには，さほど異論がないと思われるがし、かがであろうか．
それがもし妥当だとすれば，やはり，禅者が朝鮮仏教史を大きく担ってき
たことが解る．ここに休静を取り上げるのも研究史においてやはり注目さ
れていることからも言えそうである．
休静(1520～1604）の伝記資料は多く， 『消虚堂大師集』に付された鞭羊
彦機撰「登階普済大師消虚堂行状J，月沙李廷屯撰 q背虚堂休静大師碑銘
並序J，治、谷張維撰 f大興寺消虚大師碑j等がある．それらによると，字
は玄応，号を消虚といい，西山の妙香山に長く住していたので，西山大師
と呼ばれて親しまれている目俗姓は犠氏，母は金氏といい，安州（平安道）
の出身である.9歳で母を， 10歳で父を相次いで失っている．頭流山の崇仁
に参じて剃髭し，一禅より受戒し，ついで芙蓉霊観に参じている．時に21
歳であったと張維撰「碑文Jは伝えている．その後嗣法し，その法系は太
古普愚・幻庵混修・亀谷覚雲．碧渓正心．碧松智厳・芙蓉霊観と承ける．名山を
遊歴し，｛普科に応じて及第し，禅教両宗判事にもなった．だが，判事職は
真の出家の道でないと知りその職を離れて，再び雲水となった．休静を最
も有名にしたのは，豊臣秀吉の朝鮮出兵，つまり 1592年の宣祖25年壬辰の
倭乱が起こった時のことである．王城より避難していた王は休静を召して
この国難に対処させた．時に73歳の休静は圏内の僧侶を総動員させて，義
僧軍として戦わさせた．その義｛曽軍の力もあり，朝鮮軍と援助した明軍は
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｛委軍を休戦に追い込んだのである．王が還都したのは，翌年のことであっ
た．戦功により「国一都大禅師事事教都総摂扶宗樹教普済登階尊者jの号を
賜った．万暦32年l月23日に85歳で示寂した．著書として，『禅家亀鑑』『三
家亀鑑』『衿i教釈』『禅教訣』『雲水壇』『説榔儀』『消虚堂大師集』『碧
松行略J『心法要抄』などがあり，申正午によって解明された『明心宝鑑』
も休静の編著とされ， 『禅家金屑録』も新紹介されて今日に至っている目
休静の研究は，常盤大定［l912）「朝鮮の義僧西山大師」があり，忽滑谷
[ 1930）をはじめ高橋亨（1929）に論じられてきたが，専愉として申正午（1991)
『西山大師の禅家亀鑑研究』がある．本苦手は大東文化大学に提出された博
士論文の公刊であり，休静の代表作の『禅家亀鑑』を詳細に解明したのも
のである．その前章には， 『樽家亀鑑』成立時代の背景と共に休静の行跡
とその禅教観が述べられている．
申正午には，他に（1974）「西山休静の儒・仏 ・道三教宥和論についてJ， 
(1983）「西山休静の浄土思想に関してJもある．その後にも，李正模［1988]
r~山休静の浄土思想と諸経，諸師の関係についてj や宋天恩［t 993) r休
静の三教観Jがある また，古田紹欽［t 9861 r李朝仏教における西山大師
休静をめぐってJもある
7. 禅宗の個別的研究
高臨時代の初期に活臨した僧に道読（829～898）がいる．今西龍［1912Jf新
緑僧道説に就てJで早く注目された人である．また．中島志郎（1988）「高
麗武臣政権下の禅について（一）Jや[1997）「高麗時代の禅宗史研究jは，新
しい禅思想の解明に意欲的に取り組んでおり，今後の成果が期待される．
知耕以降，曹渓宗は十六国師によって継承され，1424年に諸宗の廃合に
より，禅宗と教宗の両宗に分かれた．朝鮮時代になってからは排仏思想に
よって仏教は衰微しながらも，禅宗は曹渓宗の流れを継承しているが，仏
教の内外には諮問題が派生している．
『三国遣事』や『重編曹洞玉位』の撰者に一然（1206～1289）がいる．後
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者の苓については，宇井伯寿［1943）「桐山の五位顕訣と菅山の練Jで問題
にされていたが，編者がー然であることを明らかにしたのは， 間泳珪の
[1984) rー然重編曹洞五位J（『学林』 6）であり，同［1993）「ー然重編曹洞五
位について考えるJや金知見[1995）「重編曹洞五位序考Jに継承されて新
展開をみる．前者を中心に述べたのが，張愛）1頂（戒環）（1996）「普党国尊一然
の仏教観・『三国遣事』を中心と して・」である．
容誌学の研究としは，黒田亮（1938）「朝鮮流通六祖壇経の形式に就いてJ
があり，それらが一書にまとめられて［1940）『朝鮮旧筈考』となる，禅締
として， 『六祖壇経』『禅門宝蔵録』 『禅源、諸詮集都序』『組門事F訓』『綿
林宝訓』『高峰禅要』 『護法論』 『禅門姑頒集』『禅林類来』『大慧書』
などが取り上げられている．近年の研究を代表するのは，推名宏維であり，
(1993）「高腿版中国禅籍と朱元版Jはその一つである．西口芳男［1984］「高
鹿本『景徳伝燈録』について」は，重要な禅籍の『景徳伝燈録』の高腿j仮
について述べたものである．福井文雅（1992]r日本残存古総本『大顛和尚
注心経』の瞥誌的研究」は，貴重な『般若心経』の注釈蓄について論じた
ものである目鄭茂換［t 987] r『禅宗六植慧能大師頂相東来縁起』考jは六
祖の頂相が将来されて智異山の 「六祖頂相熔Jに奉安されたとする伝承を
記した箸について論じたものである目田代俊孝［1982］「越前丹山文庫所蔵
鹿蔵校合黄奨版一切経についてj などをはじめ高麗大蔵経については， ~lj
に論じられるのでそれを参照されたい．
また，日本との交渉史として述べたものも多くを上げることができょう
が，佐藤秀孝（1994）「出羽玉泉寺関山の了然法明について－道元禅師に参じ
ユ た高腿僧Jと（1994）「了然法明と出羽玉泉寺・道元 ・盤山両祖と関わった高
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